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はじめに

『Sun Management Center 3.6 System Reliability Managerユーザーガイド』では、
System Reliability Managerのモジュールを使用する方法について説明します。

対象読者
このマニュアルは、Sun™ Management Center製品に精通しているユーザーを対象と
しています。したがって、Sun Management Centerに特有の用語および概念について
は説明していません。Sun Management Centerの詳細は、『Sun Management Center
3.6ユーザーガイド』を参照してください。

内容の紹介
このマニュアルでは、System Reliability Managerの一部であるモジュールについて説
明します。次の章で構成されます。

� 第 1章では、System Reliability Managerソフトウェアのインストールと設定方法
について説明します。

� 第 2章では、システムクラッシュの解析方法を説明します。OSクラッシュダンプ
アナライザにより、オペレーティングシステムのクラッシュダンプを検知し、それ
に含まれるデータを解析できます。

� 第 3章では、ファイルの変更を監視する方法を説明します。ファイルの監視モ
ジュールにより、レコードの追加、削除、および変更についてファイルを監視でき
ます。

� 第 4章では、推奨パッチについてシステムを監視する方法を説明します。パッチの
監視モジュールは、推奨パッチについてのアラームを生成します。
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� 第 5章では、スクリプトの管理と実行方法を説明します。スクリプトリポジトリモ
ジュールとスクリプト起動用ウィンドウモジュールにより、エージェントでスクリ
プトを実行できます。

� 第 6章では、パッケージの状態を検査する方法を説明します。インストール済み
パッケージの検査モジュールにより、システム上のパッチとパッケージを管理でき
ます。

� 付録Aには、コマンド行からのソフトウェアのインストールと設定手順がまとめ
られています。

製品情報
Sun Management Center 3.6ソフトウェアおよび System Reliability Managerアドオ
ン製品の最新情報は、http://www.sun.com/sunmanagementcenter/から入手できま
す。

Sun Management Center 3.6製品には、オープンソースソフトウェアが含まれていま
す。オープンソースソフトウェアのライセンス条項、帰属、著作権の内容などを確認
するには、媒体に提供されている copyrightファイルを参照してください。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成な
ど、UNIX®の基本的なコマンドや手順については説明しません。このような情報につ
いては、次のマニュアルを参照してください。

� 『Solaris Handbook for Sun Peripherals』
� Solarisオペレーティング環境のオンラインマニュアル
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comSMでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。
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Sunのマニュアルの注文方法
Sun Microsystemsは製品の印刷されたマニュアルを提供しています。それらのマ
ニュアルの一覧と注文方法については、http://docs.sun.comの「Buy printed
documentation」を参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード
例を示します。

.loginファイルを編集しま
す。

ls -a を使用してすべての
ファイルを表示します。

machine_name% you have
mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコ
ンピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、
強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照
してください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストが
ページ行幅を超える場合に、継続を示し
ます。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

9
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コマンド例のシェルプロンプト
以下の表に、Cシェル、Bourneシェル、および Kornシェルのデフォルトのシステム
プロンプト、およびスーパーユーザーのプロンプトを紹介します。

表 P–2シェルプロンプト

シェル プロンプト

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

Bourneシェルおよび Kornシェル $

Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパー
ユーザー

#
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第 1章

System Reliability Managerのインス
トールと設定

この章では、インストールウィザードと設定ウィザードを使用した System Reliability
Manager 3.6アドオンソフトウェアのインストールと設定手順について説明します。
コマンド行からのインストールと設定については、付録Aを参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

� 11ページの「System Reliability Managerソフトウェア」
� 13ページの「System Reliability Managerソフトウェアのインストール」
� 15ページの「System Reliability Managerソフトウェアの設定」
� 17ページの「エージェント更新機能」
� 17ページの「System Reliability Manager 3.6へのアップグレード」
� 17ページの「System Reliability Managerのアンインストール」

System Reliability Managerソフト
ウェア
System Reliability Manager 3.6は、Sun™ Management Center 3.6ソフトウェアへの
アドオンとしてインストールします。System Reliability Managerソフトウェアは、次
のプラットフォームで動作します。

� Solaris™ 2.6、Solaris 7、Solaris 8、Solaris 9、および Solaris 10オペレーティング
環境

� Sun Management Center 3.6エージェントが動作し、Sun Management Center 3.6
がサポートするすべてのプラットフォーム

System Reliability Managerのサーバーレイヤは、Sun Management Center 3.6のサー
バーレイヤ同様、 Solaris 8、Solaris 9、および Solaris 10オペレーティング環境で動作
します。
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System Reliability Managerをインストールする前に、Sun Management Center 3.6ソ
フトウェアのインストールを済ませておく必要があります。

最新の情報については、『Sun Management Center 3.6ご使用にあたって』を参照し
てください。

System Reliability Manager 3.6アドオンソフトウェアは、次のパッケージで構成され
ています。

� SUNWesasm – Sun Management Centerエージェントレイヤ用の System Reliability
Managerパッケージ

� SUNWesssm – Sun Management Centerサーバーレイヤ用の System Reliability
Managerパッケージ

� SUNWeshsm – Sun Management Centerサーバーレイヤ用の System Reliability
Managerオンラインヘルプパッケージ (英語版)

� SUNWessrm – Sun Management Centerエージェントおよびサーバーレイヤ用の
System Reliability Managerパッケージ

� SUNWfrsrm – Sun Management Centerエージェントおよびサーバーレイヤ用の
System Reliability Managerパッケージ (フランス語対応版)

� SUNWjasrm – Sun Management Centerエージェントおよびサーバーレイヤ用の
System Reliability Managerパッケージ (日本語対応版)

� SUNWkosrm – Sun Management Centerエージェントおよびサーバーレイヤ用の
System Reliability Managerパッケージ (韓国語対応版)

� SUNWcsrm – Sun Management Centerエージェントおよびサーバーレイヤ用の
System Reliability Managerパッケージ (簡体字中国語対応版)

� SUNWhsrm – Sun Management Centerエージェントおよびサーバーレイヤ用の
System Reliability Managerパッケージ (繁体字中国語対応版)

� SUNWfrsrh – Sun Management Centerサーバーレイヤ用の System Reliability
Managerオンラインヘルプパッケージ (フランス語対応版)

� SUNWjasrh – Sun Management Centerサーバーレイヤ用の System Reliability
Managerオンラインヘルプパッケージ (日本語対応版)

� SUNWkosrh – Sun Management Centerサーバーレイヤ用の System Reliability
Managerオンラインヘルプパッケージ (韓国語対応版)

� SUNWcsrh – Sun Management Centerサーバーレイヤ用の System Reliability
Managerオンラインヘルプパッケージ (簡体字中国語対応版)

� SUNWhsrh – Sun Management Centerサーバーレイヤ用の System Reliability
Managerオンラインヘルプパッケージ (繁体字中国語対応版)
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System Reliability Managerソフト
ウェアのインストール
System Reliability Managerアドオンソフトウェアは、インストールウィザードまたは
コマンド行を使用してインストールできます。この節では、インストールウィザード
を使用したソフトウェアのインストール方法について説明します。コマンド行からの
インストールについては、付録Aを参照してください。

System Reliability Managerソフトウェアは、Sun Management Center 3.6ソフト
ウェアのインストールと同時にインストールできます。また、Sun Management
Center 3.6をインストールしたあとで、インストールすることもできます。System
Reliability Manager 3.6ソフトウェアのインストールは、Sun Management Center 3.6
アドオンソフトウェアの標準のインストール手順に従います。

System Reliability Managerは、Sun Management Center 3.6のサーバーレイヤおよび
エージェントレイヤにインストールする必要があります。

インストールウィザードは、正しい System Reliability Managerパッケージを Sun
Management Centerの正しいレイヤにインストールします。

� Sun Management Center 3.6のインストール時に
System Reliability Managerをインストールする

� インストールに関する詳細情報および手順の詳細は、『Sun Management
Center 3.6インストールと構成ガイド』を参照してください。

� System Reliability Managerを個別にインストール
する

注 –この手順は、Sun Management Center 3.6ソフトウェアをインストールしたあと
に行なってください。

1. スーパーユーザー (su -)で、次のように入力して Sun Management Center 3.6イ
ンストールウィザードを起動します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-guiinst

/optは、Sun Management Center 3.6がインストールされているディレクトリを
示します。これとは異なるディレクトリの場合には、実際の名前に置き換えてくだ
さい。

手順

手順
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Sun Management Center 3.6インストールウィザードが表示されます。

2. プロンプトが表示されたら、System Reliability Managerファイルのソース
ディレクトリを指定します。

� ディスクからインストールする場合は、次のように入力します。

# /<DiskMountDir>/sunmanagementcenter_3_6/image

� ソフトウェアがコピーされているディレクトリからインストールする場合は、
次のように入力します。

# disk1/image

disk1は、ソフトウェアがコピーされている場所の名前になります。「参照」ボ
タンを使用して、ディレクトリを参照することもできます。

3. サーバーレイヤにインストールする場合は、「言語サポートの選択」パネルで言語
を選択し、「次へ」をクリックします。

「使用可能な製品の検査」パネルが表示されます。進行状況の表示が終了すると、
「インストール済みの製品」パネルが表示されます。

4. インストール済みの製品リストを確認し、「次へ」をクリックします。

「アドオン製品の選択」パネルが表示されます。

5. インストール対象のアドオンソフトウェアのリストから System Reliability
Managerを選択し、「次へ」をクリックします。

「アドオン製品のバイナリコードライセンス契約書」パネルが表示されます。

6. ライセンス契約を読みます。インストールを継続するには「同意する」ボタンをク
リックしてください。「次へ」をクリックします。

「確認」パネルが表示されます。

7. 「確認」パネルの内容を確認し、「次へ」をクリックします。

ソフトウェアのインストールが完了すると、「インストール完了」パネルが表示さ
れます。

System Reliability Managerソフトウェアのインストールが完了したら、設定ウィザー
ドの指示に従って、ソフトウェアの設定プロセスを実行できます。詳細は、15ペー
ジの「System Reliability Managerソフトウェアの設定」を参照してください。

参照
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System Reliability Managerソフト
ウェアの設定
インストールが完了したあと、System Reliability Manager設定ウィザードを使用し
て、サーバーレイヤとエージェントレイヤの設定を行う必要があります。設定手順
は、ソフトウェアのインストール後に続けて行うことも、インストールウィザードを
終了したあとで行うこともできます。Sun Management Center 3.6コアサーバーレイ
ヤは、System Reliability Manager設定手順を開始する前に設定しておく必要がありま
す。

System Reliability Manager設定ウィザードは、Sun Management Center 3.6インス
トールウィザードに含まれています。インストールウィザードを使用している場合
は、「インストール完了」パネルのあとに設定ウィザードが表示されます。System
Reliability Manager設定ウィザードの指示に従って設定手順を実行します。コマンド
行の setupスクリプトの実行方法については、付録Aを参照してください。

� Sun Management Center 3.6のインストール時に
System Reliability Managerを設定する

� 設定に関する詳細情報および手順の詳細は、『Sun Management Center 3.6イン
ストールと構成ガイド』を参照してください。

� System Reliability Managerを個別に設定する

注 –この手順は、Sun Management Center 3.6ソフトウェアをインストールしたあと
で実行してください。この手順では、インストール処理の最後に System Reliability
Managerの設定を行わないことを選択したことを前提としています。

1. スーパーユーザー (su -)で、次のように入力して Sun Management Center 3.6設
定ウィザードを起動します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-guisetup

/optは、Sun Management Center 3.6がインストールされているディレクトリを
示しています。これとは異なるディレクトリの場合には、実際の名前に置き換えて
ください。

Sun Management Center 3.6設定ウィザードが表示され、指示に従ってソフト
ウェアの設定処理を実行します。

手順

手順
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注 –複数のアドオン製品をインストールした場合は、自動的に各製品に対する設定
ウィザードが表示されます。各ウィザードの指示に従って、アドオン製品の設定処
理を実行します。1つのアドオン製品の設定処理が完了すると、自動的に次の設定
ウィザードが表示されます。この場合、System Reliability Managerソフトウェア
の設定ウィザードが最初に表示されるとは限りません。

2. まず「概要」パネルが表示されます。何回か「次へ」をクリックして、「コンポー
ネントを停止しています」パネルに進みます。

3. パネルのリスト内容を確認し、「次へ」をクリックします。

設定プロセスを続行するには、すべての Sun Management Centerコンポーネント
を停止する必要があります。

4. インストール済みのいくつかのアドオン製品の設定を完了していた場合は、「拡張
セットアップオプション」パネルが表示されます。残りのアドオンソフトウェア
は、この時点で設定できます。次のオプションのいずれかを選択して「次へ」をク
リックします。

� 「すべてを再構成」 – Sun Management Center 3.6ソフトウェアとすべてのア
ドオンソフトウェアの設定処理をもう一度実行します。前に設定したすべての
Sun Management Centerソフトウェアが再び設定されます。

� 「アドオンの構成」 –設定されていないインストール済みのアドオンソフト
ウェアを設定します。

5. 「Sun Management Centerの基本製品のセットアップ完了」パネルのリスト内容
を確認し、「次へ」をクリックします。

「アドオン製品の選択」パネルが表示されます。システムに新たにインストールさ
れた設定対象のすべての製品がリストされます。設定済みの製品に対して、もう一
度設定を行えるオプションも表示されます。

6. 設定される製品として System Reliability Managerが表示されていることを確認
し、「次へ」をクリックします。

進行状況の表示が表示されます。進行状況の表示が終了すると、「アドオン製品の
セットアップ」パネルが表示されます。

設定手順を完了すると、Sun Management Centerプロセスを開始できます。詳細は、
『Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド』を参照してください。

参照
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エージェント更新機能
Sun Management Center 3.6「エージェント更新」機能を使用すると、エージェント
レイヤを更新できます。アップデートイメージは、エージェントマシンのサーバーコ
ンテキストとして指定したサーバーマシン上に作成されます。「エージェント更新」
機能を使用するには、サーバーコンテキストとして指定したサーバーマシンに Sun
Management Center 3.6サーバーレイヤをインストールしておく必要があります。
アップデートイメージウィザードでは、アップデートイメージに含める製品をリスト
から選択するよう求めるプロンプトが表示されます。System Reliability Managerを選
択して、アップデートイメージに含める必要があります。アップデートイメージ
ウィザードから、エージェントマシンのサーバーコンテキストの指定を求められた
ら、このサーバーコンテキストを指定する必要があります。エージェント更新機能の
使用方法の詳細は、『Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド』を参
照してください。

System Reliability Manager 3.6への
アップグレード
システムに System Reliability Manager 3.5がインストールされている場合は、最初に
その旧ソフトウェアをアンインストールする必要があります。Sun Management
Center 3.6のインストールウィザードは、ソフトウェアを削除する前にデータファイ
ルを保存するかどうかを問い合わせます。System Reliability Manager 3.5データ
ファイルを保存する場合は、「はい」と応答します。その後、インストールウィザー
ドは System Reliability Manager 3.6ソフトウェアのインストールへ進みます。詳細
は、『Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド』を参照してくださ
い。

System Reliability Managerのアンイン
ストール
System Reliability Managerソフトウェアを削除するには、Sun Management Center
3.6アンインストールウィザードを使用します。アンインストールウィザードは、
System Reliability Managerパッケージとすべての System Reliability Managerデー
タ、および設定時に行った構成変更を削除します。アンインストールウィザードの使
用方法の詳細は、『Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイド』を参照
してください。
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� System Reliability Managerソフトウェアを削除す
る

1. スーパーユーザー (su -) で、次のように入力してアンインストールウィザードを
起動します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-guiuninst

/optは、Sun Management Center 3.6がインストールされているディレクトリを
示しています。これとは異なるディレクトリの場合には、実際の名前に置き換えて
ください。

Sun Management Center 3.6アンインストールウィザードが表示されます。

2. ソフトウェアのリストから、System Reliability Managerを選択し、「次へ」を
クリックします。

3. データファイルを保存するかどうかを指定します。

4. 削除対象として選択した製品の名前を確認し、「次へ」をクリックします。

System Reliability Managerパッケージと設定ファイルが削除されます。データ
ファイルの保存を指定しない場合は、データファイルも同様に削除されます。

5. 「閉じる」をクリックしてウィザードを終了します。

手順
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第 2章

OSクラッシュダンプアナライザ

この章では、OSクラッシュダンプアナライザモジュールの概要について説明しま
す。

OSクラッシュダンプアナライザモ
ジュールの概要
OSクラッシュダンプアナライザモジュールは、システムのダンプ設定を調べて、OS
クラッシュダンプの発生を検知します。

このモジュールは、次の機能を提供します。

� システムのクラッシュダンプデータの現行の設定を表示し、savecoreディレク
トリに保存されている OSクラッシュダンプファイルの検知を支援します。

� クラッシュダンプファイルの分析に使用できるレポートを印刷します。

� 1つまたは複数の電子メールアドレスに出力を送信できます。

OSクラッシュダンプアナライザモジュールは、次の種類のアラームを生成します。

� モジュールが少なくとも 1つのクラッシュダンプの発生を検知したときに生成され
る警告アラーム

� savecoreが無効な場合に生成される注意アラーム (この状況は、推奨される設定
ではありません)

� モジュールが各 UNIXファイルまたは vmcoreファイルを見つけることができな
い場合の注意アラーム

アラームしきい値は、属性エディタで設定できます。属性エディタの詳細は、『Sun
Management Center 3.6ユーザーガイド』を参照してください。
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モジュールのデータ取得には、 dumpadmコマンドを使用します。dumpadmコマンド
は、Solaris 2.6オペレーティング環境では利用できません。このため、設定時に
dumpadmツールが見つからない場合は、savecoreディレクトリの場所の指定が求
められます。通常、この場所は /var/crash/system_nameです。

OSクラッシュダンプアナライザは「ダンプ構成」と「UNIX/vmcoreファイルリス
ト」の 2つの表を表示します。

ダンプ構成テーブルは、次に示す値を表示します。

表 2–1「ダンプ構成」テーブル

フィールド名 説明

ダンプ内容 次のページに対する値のうち、いずれか可能な
値を含みます。
� カーネルメモリーのみに対する「Kernel

pages」
� すべてのメモリーページに対する「All

pages」

ダンプデバイス 次の値が利用できます。
� ダンプデバイス: /dev/dsk/cNtNdNsNなど
の絶対パス名で指定される特定のダンプデバ
イス。

� スワップ:ダンプデバイスとして特殊なトー
クンスワップが指定された場合、dumpadm

コマンドはアクティブなスワップエントリを
調べます。この値は、ダンプデバイスを選択
する場合に、最も設定に適したエントリで
す。

セーブコアディレクトリ savecoreディレクトリへのパス。

有効なセーブコア 有効な場合には「Yes」を表示し、無効な場合に
は「No」を表示します。

クラッシュダンプ数 savecoreディレクトリ内で検知されたク
ラッシュダンプの数。

「ダンプ構成」テーブルの最初の 4つのフィールドは、dumpadmコマンドを使用して
変更できます。

dumpadmコマンドの構文は次のとおりです。

dumpadm [ -nuy ] [ -c content-type ] [ -d dump-device ] [-m min k |
min m |min% ] [ -s savecore-dir ] [ -r root-dir ]

Solaris 2.6オペレーティング環境では、「ダンプ構成」表の情報が異なります。この
オペレーティング環境では、savecoreディレクトリとクラッシュダンプの数のみが
表示されます。
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「UNIX/vmcoreファイルリスト」テーブルは、各クラッシュダンプの詳細情報を提
供します。

表 2–2「UNIX/ vmcoreファイルリスト」テーブル

フィールド 説明

ID ファイルの識別子

vmcoreサイズ vmcoreファイルのサイズ

unixサイズ UNIXコアファイルのサイズ

クラッシュ日付 クラッシュダンプの発生した日付

� OSクラッシュダンプアナライザにアクセスする

1. OS Crash Dump Analyzerモジュールをロードします。

モジュールのロード方法については、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイ
ド』を参照してください。ロードすると、「オペレーティングシステム」カテゴリ
にモジュールが表示されます。

ここで連絡先の電子メールアドレスを指定することもできます。手順の詳細は、22
ページの「電子メールアドレスを指定する」を参照してください。

2. 階層ウィンドウで「オペレーティングシステム」をダブルクリックします。

3. 「OSクラッシュダンプアナライザ」をダブルクリックします。

「OSクラッシュダンプアナライザ」アイコンがコンテンツウィンドウに表示され
ます。

手順
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4. コンテンツウィンドウで「OSクラッシュダンプ」アイコンをダブルクリックしま
す。

「詳細」ウィンドウに「ダンプ構成」テーブルと「UNIX/vmcoreファイルリス
ト」テーブルが表示されます。

� 電子メールアドレスを指定する
この手順では、モジュールをロードしたときに電子メールアドレスが指定されている
ものと仮定します。モジュールが使用する電子メールアドレスを指定するには、次の
手順を実行します。

1. 階層ウィンドウの「OSクラッシュダンプアナライザ」アイコンでマウスボタン 3
を押します。

ポップアップメニューが表示されます。

2. メニューから「モジュールの編集」を選択します。

「モジュールの編集」ダイアログが表示されます。

3. 連絡先の電子メールアドレスを指定します。

4. 「了解」をクリックします。

手順
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� セーブコアのファイルシステムサイズを表示する

1. OSクラッシュダンプアナライザモジュールが表示されていない場合は、21ページ
の「OSクラッシュダンプアナライザにアクセスする」の説明に従ってモジュール
にアクセスしてください。

2. 階層ウィンドウの「OSクラッシュダンプ」アイコンでマウスボタン 3を押しま
す。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「セーブコアのファイルシステムサイズ」を選択します。

Sun Management Centerの「検索表示」ウィンドウにコマンドの結果が表示され
ます。

� クラッシュダンプファイルを解析する

1. OSクラッシュダンプアナライザモジュールが表示されていない場合は、21ページ
の「OSクラッシュダンプアナライザにアクセスする」の説明に従ってモジュール
にアクセスしてください。

2. 「UNIX/vmcoreファイルリスト」テーブルからクラッシュダンプファイルを選択
します。

3. 行内の任意の場所でマウスボタン 3を押します。

ポップアップメニューが表示されます。

4. 「システムクラッシュダンプ解析」を選択します。

このオプションは、「検索表示」ウィンドウに結果を表示します。この情報には、
スタック追跡、プロセス情報、メッセージバッファ、およびその他の詳細が含まれ
ます。

ファイルが破損している場合、「検索表示」はステータス情報のみが含まれる不完
全なレポートを表示します。

5. (省略可能)結果を電子メールメッセージで送信したい場合は、行上でマウスボタン
3を押し、ポップアップメニューから「電子メールによる解析出力」を選択しま
す。

手順

手順
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第 3章

ファイルの監視

ファイルの監視モジュールは、追加、削除、および変更操作について、ファイルのリ
ストを監視します。

この章の内容は次のとおりです。

� 25ページの「ファイルの監視モジュールの概要」
� 32ページの「ファイルの監視モジュールのアクセスと使用」

ファイルの監視モジュールの概要
ファイルの監視モジュールは、「1行に 1レコード」の形式のファイルのみ監視でき
ます。ファイルの監視モジュールは、監視下のファイルに対する変更を検知すると、
イベントを作成して、表に表示します。このモジュールは、passwdや vfstabなど
のいくつかの一般的なファイルに対してデフォルトの機能を提供します。

このデフォルトリスト内のエントリは、追加、削除、または編集できます。新しい
ファイルを追加するには、監視ファイルのレコード形式を定義する必要があります。
また、次のケースに生成される、ファイルに固有のアラーム重要度を指定する必要が
あります。

� レコード追加イベント
� レコード削除イベント
� レコード変更イベント

ファイルの監視モジュールは、passwdファイルなど、頻繁に変更されないシステム
ファイルの監視にのみ使用してください。システムファイルの監視にのみ使用するこ
とで、変更通知が有益なものになります。

このモジュールでは、次のファイル監視テーブルを表示します。

� 監視ファイルテーブル
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� ファイル変更テーブル

ディレクトリなどの監視するファイルが存在していて、そのファイルが開けない場
合、ファイルは監視ファイルテーブルに追加されます。このファイルに関するほかの
情報は表示されません。情報アラームが生成されます。

ファイルの監視モジュールは、各表見出しの右側に、関連するアラーム数をリストし
ます。監視ファイルテーブルは、ファイルの存在を監視するために使用します。
ファイル変更テーブルは、既存のファイルの変更を監視するために使用します。

モジュールは検証スクリプトを使用して、ファイルのタイムスタンプが変更されたと
きにファイルの妥当性を確認します。検証スクリプトについては、モジュールに含ま
れている fileparseバイナリを使用することも、独自に作成することもできます。

このモジュールでは、特定のファイルに対して、イベント監視モードを有効または無
効に設定することができます。これは、ファイル走査モジュールのパターンマッチン
グ検索の有効/無効の概念に類似しています。たとえば、/etc/passwdファイルのイ
ベント監視モードを無効にした場合、このファイルにエントリが追加されると、対応
するイベント検知はファイル変更テーブルの下には表示されません。エントリは、
/etc/passwdの監視モードを再び有効にすると表示されます。

監視ファイルテーブル
監視ファイルテーブルは、モジュールが監視しているすべてのファイルの一覧です。
このテーブルでは、よく使用される属性の一部を最上位に、ほかの隠し属性を下位に
表示します。隠し属性の詳細は、27ページの「ファイルの隠し属性」を参照してく
ださい。

ファイルの変更は、いったんファイルの存在が検知されたあとで通知されるようにな
ります。ファイルが存在しない場合、モジュールはそのファイルが 0より大きいサイ
ズで存在していることを検知します。たとえば、ファイルが 2つのレコードを持つ場
合、モジュールは 2つのレコードがあることを検知できません。ただし、モジュール
は以降のすべての変更を検知します。

この表は、次の 7つのシステムファイルで初期化されます。

/etc/hosts
/etc/aliases
/etc/nsswitch.conf
/etc/inittab
/etc/vfstab
/etc/passwd
/etc/rmtab

表示されるファイル属性
監視ファイルテーブルは、各ファイルに関する情報を表示し、次に示す属性のデータ
を提供します。
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表 3–1監視ファイルテーブル

フィールド 説明

ファイル ファイル名。

ファイルパス ファイルへのパスおよび実際の名前。

ファイルサイズ ファイルのサイズ (バイト数)。

ファイル所有者 ファイルの所有者。

ファイルグループ ファイルが属するグループ。

ファイルのアクセス権 ファイルのアクセス権。

ファイルのタイムスタンプ ファイルが最後に更新された時刻。

認識スクリプト ファイルのタイムスタンプが変更されたとき
の妥当性の確認に使用される検証スクリプト
へのパス。スクリプトは
/var/opt/SUNWsymon/
SysMgmtPack/filewch/scripts に保存
し、相対パスを指定します。スクリプトの値
の指定は任意です。詳細は、31ページの「検
証スクリプト」を参照してください。

終了コード 検証スクリプトの最後の実行で終了コードを
表示します。

イベントの監視 各ファイルのファイル監視モードの状態を表
示します。詳細は、35ページの「イベント監
視を無効にする」を参照してください。

ファイルの隠し属性
次の表は、隠し属性の一覧です。これらの属性には、「行の編集」ウィンドウからア
クセスできます。このウィンドウを開くには、任意の行でマウスボタン 3を押し、
ポップアップメニューから「行の編集」を選択します。

表 3–2ファイルの隠し属性

フィールド 説明

区切り記号 カラム間の区切り。

ファイルコメント文字 コメント行を区切る文字の種類。

フィールド数 各ファイルエントリのフィールド数。
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表 3–2ファイルの隠し属性 (続き)
フィールド 説明

キーフィールド数 キーを構成するフィールド数。キーは、レ
コードの先頭にあると見なされます。キーは
レコードの識別子です。たとえば、passwd
ファイルの場合、各レコードのキーは、第 1
フィールドのユーザー名です。キーは各レ
コードに対して一意のキーです。

フィールド名 ファイルエントリの異なるカラムの名前。

値非表示フラグ 次のいずれかの値を使用します。
� FALSE =変更された値を表示する
� TRUE =変更された値を表示しない

追加の重要度 取り得る値:情報、警告、エラー、なし。

削除の重要度 取り得る値:情報、警告、エラー、なし。

変更の重要度 取り得る値:情報、警告、エラー、なし。

レコード形式 レコード形式。詳細は、30ページの「レコー
ド形式」を参照してください。

監視ファイルテーブルのアラーム
属性エディタを使用して、終了コードに正規表現のアラームしきい値を設定できま
す。アラームしきい値にデフォルト値はありません。

監視対象のファイルが存在しない場合、ファイルの監視は情報アラームを生成しま
す。このファイルはモジュールによって監視ファイルテーブルに追加されますが、こ
のファイルに関するほかの情報は表示されません。

ディレクトリなどのように、存在するが開くことができないファイルの場合、ファイ
ルは監視ファイルテーブルに追加されます。このファイルに関するほかの情報は表示
されません。

ファイル変更テーブル
ファイル変更テーブルは、ファイルを監視して、追加、削除、または変更操作のレ
コードを表示します。

ファイル変更テーブルは、次表に示す属性のデータを提供します。
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表 3–3ファイル変更テーブル

フィールド 説明

ファイル ファイル名。

行番号 行の番号。

インデックスフィールド 変更されたレコードのキーフィールド内の
値。

変更タイプ 次のいずれかの操作が発生したかどうかを示
します。追加、削除、変更。

変更されたフィールド 次のいずれかの値が可能です。
� 追加または削除に対しては、セル
に「All」が表示されます。

� 変更に対しては、監視ファイルのエントリ
を作成したときに指定したカラム名がセル
に表示されます。

古い値 次のいずれかの値が可能です。
� 新たに追加した場合は、セルに「NA」が
表示されます。

� このファイルの隠し値のフラグが Trueに
設定されている場合は、セルに「hidden」
が表示されます。

� 実際の古い値。

新しい値 次のいずれかの値が可能です。
� 削除の場合は、セルに「NA」が表示され
ます。

� このファイルの隠し値のフラグが Trueに
設定されている場合は、セルに「hidden」
が表示されます。

� 実際の新しい値。

変更された時間 変更が発生した時刻。

ファイル変更テーブルアラーム
ファイルの監視が新しいイベントを検知すると、そのイベントが表示され、対応する
アラームが生成されます。「ファイル名」セルの色は、イベント値に適合する色に変
わります。この色は、ファイルを監視ファイルテーブルに追加したときに指定しま
す。イベントのオプションは、「情報」、「警告」、「エラー」、または「なし」で
す。
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レコード形式
モジュールが監視するファイルのリストに新しいファイルを追加するときは、レコー
ド形式属性に値を指定する必要があります。この属性は、監視ファイルの形式を定義
します。fileparseバイナリのみが必須の検証スクリプトとして指定されている場
合、この値が必要になります。fileparseバイナリは、ファイルに対して実行され
る検証の一部でレコード形式をチェックします。レコード形式は、監視ファイルテー
ブルのファイルエントリの隠し属性です。この属性はいったん定義されると、ファイ
ルエントリの編集を選択しない限り表示されません。詳細は、31ページの「検証ス
クリプト」を参照してください。

次に、サポートされるレコード形式のデータ型を示します。

datatype = {STRING, INT, IPADDRESS, ZERO_STRING, RANGE_INT,
CHOICE_INT, CHOICE_STRING CONST}

各データ型の意味は次のとおりです。

STRING 文字列は空にできません

ZERO_STRING 文字列は、空でも空でなくてもかまいません

RANGE_INT 整数は指定した文字列の 1つと一致する必要があります

CHOICE_INT 整数は指定した整数の 1つと一致する必要があります

CHOICE_STRING 文字列は指定した文字列の 1つと一致する必要があります

CONST フィールド値は一致する必要があります

文法により、さらに次の値をサポートします。

� 数値の範囲 (例: RANGE_INT (1...9)

� 数字および文字列の可能な値のリスト

� CHOICE_INT (0|1)
� CHOICE_STRING (true|false)

注 –文字列の選択リスト内で、パイプ文字 ( | )は使用できません。監視ファイル内
に、これらの文字列が二重引用符で囲まれて存在する場合にのみ、これらの文字列を
二重引用符内に埋め込むことができます。INT値は、正の値のみです。負の値の INT
はサポートされません。

定数文字列は、二重引用符で囲むことで宣言できます。次の例を参照してください。

"+" | "-" | STRING STRING

使用可能な演算子を次に示します。

operator = | , [], *

各演算子の意味は次のとおりです。
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| 「または」を意味します。例: - line-format = "+" | "-" | STRING
STRING

[] 省略可能であることを意味します。例: - line-format = STRING
[STRING|IPADDRESS]

* 1つのデータ型のゼロ回または複数回の繰り返しを意味します。例: -
line-format= IPADDRESS STRING STRING*

次の例は、/etc/passwdの妥当性を検査するレコード形式を示しています。

STRING STRING INT INT ZERO_STRING STRING ZERO_STRING | "+" | "-"

演算子の優先度は次のとおりです。

[] , | , *

検証スクリプト
モジュールで再表示したときに、ファイルのタイムスタンプが変更されていることを
検知した場合、関連する検証スクリプトが実行されます。最後の実行の終了コード
が、終了コードフィールドに表示されます。スクリプトフィールドに新しい値が指定
されると、モジュールは、指定されたパスが有効なファイルかどうかを検査します。
パスが有効でない場合、終了コードフィールドに NO_SUCH_SCRIPTが表示されま
す。また、実行されている検証スクリプトが強制終了されると、このフィールドに
killedが表示されます。この場合、終了コード用のアラームを生成する正規表現を
指定します。

独自の検証スクリプトを作成することも (ただし、
/var/opt/SUNWsymon/SysMgmtPack/filewch/scriptsディレクトリに入れる
こと)、モジュールと共にインストールされた fileparseバイナリを使用することも
できます。

� fileparseが指定された場合、モジュールは提供されるパラメータを無視しま
す。引数は、そのファイルが認識する区切り文字、コメント、およびレコード形式
値から構成されます。値を指定すると、すべてのパラメータは、モジュールに組み
込まれたパラメータで置き換えられます。この手法により、サポートされないコメ
ントや区切り文字が指定されることはありません。

� たとえば、mytest.sh -a myarg と指定すると、引数として -a myarg を付けて
mytest.shスクリプトが実行されます。

fileparseバイナリ
fileparseは、Cバイナリであり、
/var/opt/SUNWsymon/SysMgmtPack/filewch/scripts/にあります。

第 3章 •ファイルの監視 31



スクリプトファイルのデフォルトリストには、検証スクリプトおよびレコード形式用
に設定された値があります。たとえば、/etc/hostsの場合、値は次のように設定さ
れています。

� 検証スクリプトは、fileparseに設定されています。
� レコード形式は、IPADDRESS STRING STRING に設定されています。

このバイナリは、監視ファイルテーブルに含まれるファイル定義に指定されたレコー
ド形式と照合して、ファイル名を解析します。ファイル内容が入力ファイルのレコー
ド形式に一致しない場合は、エラーが報告されます。空白行とコメント行はスキップ
されます。バイナリは次の値を返します。

0 成功

1 ファイルを開けない

2 レコード形式が正しくない

3 ファイル形式が正しくない

–1 メモリー不足などのプログラムエラー

–2 引数エラー

ファイルの監視モジュールのアクセスと
使用
この節では、ファイルの監視モジュールのアクセス方法と使用方法について説明しま
す。

� ファイルの監視モジュールにアクセスする

1. ファイルの監視モジュールをロードします。

モジュールのロード方法については、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイ
ド』を参照してください。

2. 階層ウィンドウで、「ローカルアプリケーション」をダブルクリックします。

カテゴリが展開されます。

3. 「ファイルの監視」をダブルクリックします。

コンテンツウィンドウに「ファイルの監視」アイコンが表示されています。

手順
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4. 次のいずれかの方法を使用して、ファイルの監視テーブルにアクセスします。

� 「ファイルの監視」オプションをダブルクリックする。
� コンテンツウィンドウで、「ファイルの監視」アイコンをダブルクリックす
る。

右区画に監視ファイルテーブルとファイル変更テーブルが表示されます。

� 監視ファイルリストに新しいファイルを追加する

1. 監視ファイルテーブルをまだ表示していない場合は、表示します (32ページ
の「ファイルの監視モジュールにアクセスする」を参照)。

2. 監視ファイルテーブルのヘッダーまたは選択した任意の行でマウスボタン 3を押し
ます。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「新規行」を選びます。

このコマンドはファイルを追加します。

4. 次の属性値を指定して、監視ファイルの形式を指定します。

手順
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フィールド 説明

ファイル ファイル名。

フルパス ファイルの完全なパス。

区切り記号 区切り文字の種類。

ファイルコメント文字 コメント行を区切る文字の種類。指定可能な
値は、tab、colon、semicolon、
comma、hash、および pipeです。

フィールド数 各ファイルエントリのフィールド数。

キーフィールド数 キーを構成するフィールド数。キーは、レ
コードの先頭にあると見なされます。

フィールド名 ファイル内の異なるカラムの意味のある名
前。

値非表示フラグ 次の値が可能です。
� FALSE =値を表示する。
� TRUE =値を表示しない。この設定は、
権限を持たないユーザーによる情報参照
を防止するのに使用されます。

追加の重要度 情報、警告、エラー、なし

削除の重要度 情報、警告、エラー、なし

変更の重要度 情報、警告、エラー、なし

認証スクリプト ファイルの妥当性の検証に使われる検証スク
リプトのパス。

レコード形式 レコード形式 (fileparseのみが必須の検
証スクリプトとして指定されている場合)。

終了コード スクリプトが終了したときにそのスクリプト
によって返される数字。

イベントの監視 ファイルのファイル監視モードの状態。次の
値が可能です。
� On =イベント監視が有効。
� Off =イベント監視が無効。

� ファイル情報を変更または編集する

1. 監視ファイルテーブルをまだ表示していない場合は、表示します (32ページ
の「ファイルの監視モジュールにアクセスする」を参照)。

2. ファイル名を表示している行でマウスボタン 3を押します。
ポップアップメニューが表示されます。

手順
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3. ポップアップメニューから「行の編集」を選択します。

4. ファイルのパス名およびレコード形式の定義を変更します。

5. 「了解」をクリックします。

� 監視ファイルリストからファイルを削除する
ファイルの監視を止める場合は、監視ファイルリストからファイルを削除する必要が
あります。

1. 監視ファイルテーブルをまだ表示していない場合は、表示します (32ページ
の「ファイルの監視モジュールにアクセスする」を参照)。

2. ファイル名を表示している行でマウスボタン 3を押します。

ポップアップメニューが表示されます。

3. ポップアップメニューから「行の削除」を選択します。

このオプションは、監視ファイルリストからファイルを削除します。

注 –監視ファイルリストからファイルが削除されると、以前にそのファイルで検知
されたイベントは、自動的にイベントログから削除されます。これらのイベント
は、引き続きファイル変更テーブルに表示されます。ファイル変更テーブルの消去
方法については、36ページの「ログにイベントをダンプする」を参照してくださ
い。

� イベント監視を無効にする
イベント監視の状態は、監視ファイルテーブルの末尾のカラムに表示されます。
値「on」は、イベント監視が有効であることを示します。値「off」は、イベント監視
が無効であることを示します。Sun Management Center 3.6の「ジョブの管理」機能
を使用して、データプロパティタスクを作成し、「イベントの監視」ノードを onま
たは offに設定することもできます。ノードの値を onまたは off以外の値に設定する
と、タスクが失敗します。

1. 監視ファイルテーブルをまだ表示していない場合は、表示します (32ページ
の「ファイルの監視モジュールにアクセスする」を参照)。

2. 「イベントの監視」という見出しの表カラムで、該当する表セルをクリックしま
す。

ウィンドウ下部にあるスクロールバーを使用して、必要に応じて「イベントの監
視」カラムを表示します。

手順
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表セルがドロップダウンメニューになり、オプションの onと offが表示されま
す。

3. イベント監視を有効にする場合は onを選択し、無効にする場合は offを選択しま
す。

警告ダイアログが表示され、変更の確認が求められます。

4. 「了解」をクリックして確認します。

そのファイルのイベント監視状態が変更されました。

� ログにイベントをダンプする
ファイル変更テーブルは、イベントがログにダンプされると消去されます。

1. ファイル変更テーブルをまだ表示していない場合は、表示します (32ページ
の「ファイルの監視モジュールにアクセスする」を参照)。

2. イベントを消去するファイル名を表示している行上で、マウスボタン 3を押しま
す。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「ログするイベントをダンプ」を選択します。

イベントは、ログディレクトリ内の events_timestamp.log ファイルに保存され
ます。その後、検索表示がログファイルの場所を示します。

手順
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第 4章

パッチの監視

この章では、パッチの監視モジュールについて説明します。このモジュールは、イン
ストールされていないパッチについてのアラームを生成します。

この章の内容は次のとおりです。

� 37ページの「パッチの監視モジュールの概要」
� 39ページの「パッチの監視モジュールのアクセスと使用」

パッチの監視モジュールの概要

注 –このモジュールは、System Reliability Manager 3.0では「パッチの管理」と呼ば
れていて、バージョン 3.5から「パッチの監視」という名前に変更されたモジュール
です。System Reliability Manager 3.6サーバーは、System Reliability Manager 3.0の
パッチの管理モジュールを実行するエージェントを従来どおり監視できます。

System Reliability Manager 3.6のパッチの監視モジュールには、Sunのパッチ管理ソ
リューションである PatchProソフトウェアが使用されています。このパッチソフト
ウェアは、Patch Managerとも呼ばれています。このパッチソフトウェアは、モ
ジュールによって使用される利用可能なパッチに関するデータを収集します。パッチ
ソフトウェアは、別途ダウンロードしてインストールする必要があります。詳細は、39
ページの「パッチソフトウェアの入手」を参照してください。モジュールは、

パッチソフトウェアがインストールされているかどうかを最初に確認します。パッチ
ソフトウェアがインストールされていない場合、モジュールは利用できません。
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注 – (Solaris 10のみ)パッチの監視モジュールは、Solaris 10に付属している Patch
Manager 2.0を自動的に使用します。この Patch Manager 2.0に、PatchProソフト
ウェアが含まれています。このため、パッチソフトウェアを別途ダウンロードして、
インストールする必要はありません。

パッチの監視モジュールは、次のパッチ監視テーブルを表示します。

� パッチの状態テーブル:推奨するパッチに関する一般的な情報を表示します
� パッチリストテーブル:不足しているパッチおよびそれに関する情報を一覧表示し
ます

パッチの監視モジュールは、インストールされていないパッチに関するアラームを生
成します。利用可能なパッチのうちインストールされていないパッチの数を検出し、
その数に応じたアラームを生成します。さらに、推奨するパッチを表形式で表示しま
す。不足しているパッチについては、patches.listファイルに保存されるため、こ
のリストを使ってスクリプトを作成することができます。このファイルは、
/var/opt/SUNWsymon/SysMgmtPack/patchmonitoring/patches.listで
す。

このモジュールは、24時間が経過すると自動的に更新されます。デフォルトの設定を
変更する場合は、属性エディタを使用してください。「属性エディタ」ダイアログ
ボックスを表示するには、パッチリストテーブルの行上でマウスボタン 3を押しま
す。

このモジュールは次の機能を実行します。

� インストール済みのパッチをチェックし、インストールされていないパッチを検知
する

� 不足しているパッチを表形式で表示する

� システムにインストールされているパッケージとパッチのリストを取得するコマン
ドを実行できる

� インストールされていないパッチの数が一定のしきい値に到達した場合、アラーム
を生成する

パッチの監視モジュールは、パッチの状態テーブルに次のアラームを生成します。

� 状態の結果が ERRORの場合は警告アラーム
� 推奨パッチ数が 0より大きい場合は警告アラーム
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パッチソフトウェアの入手
パッチの監視モジュールには、PatchProソフトウェア (旧称 Patch Manager)が必要で
す。このソフトウェアは、SunSolve (https://sunsolve.sun.com/patchpro)で、ダウン
ロード版が提供されています。使用している Solarisオペレーティング環境のバー
ジョンに対応するソフトウェアをダウンロードしてインストールする必要がありま
す。ソフトウェアのバージョン情報およびインストールマニュアルは、同じWebサイ
トから入手できます。

パッチの監視モジュールのアクセスと使
用
この節では、パッチの監視モジュールのアクセス方法について説明します。パッチお
よびパッケージに関する情報の表示方法についても説明します。

� パッチの監視モジュールにアクセスする

1. Patch Manager (PatchPro)ソフトウェアをまだシステムにインストールしていな
い場合は、ダウンロードしてインストールします。

詳細は、39ページの「パッチソフトウェアの入手」を参照してください。

2. パッチの監視モジュールをロードします。

モジュールのロード方法については、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイ
ド』の「モジュールを読み込む」を参照してください。パッチの監視モジュール
は、階層ウィンドウの「オペレーティングシステム」から利用可能です。

3. Sun Management Center 3.6コンソールで、左区画にあるホスト名をダブルク
リックします。

4. ホストの「詳細」ウィンドウのモジュールブラウザ表示で、「オペレーティングシ
ステム」フォルダをダブルクリックします。

カテゴリが展開されます。

5. パッチの監視モジュールをダブルクリックします。

カテゴリが展開されます。

6. 「推奨パッチ」をダブルクリックします。

パッチの監視モジュールは、右区画にパッチの状態テーブルとパッチリストテーブ
ルを表示します。

手順
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注 –パッチソフトウェアは、Java™テクノロジに基づきます。Java実行時環境の
正しいバージョンがシステムで検出されない場合、パッチソフトウェアによって正
しいバージョンがインストールされます。

パッチの状態テーブルとパッチリストテーブル
パッチの状態テーブルは、次の表に示すような、推奨パッチに関する一般的な情報を
表示します。

表 4–1パッチの状態情報

状態 次の値が可能です。
� OK。
� ERROR。ERRORの原因が検知されると、
それがリストされます。

推奨パッチ数 システムに適用する推奨パッチの数。

パッチリストテーブルは、次の表に示すような、不足しているパッチとそれに関する
情報をリストします。

表 4–2 Patch List情報

パッチ ID パッチの識別番号。

形式 パッチに関する情報の要約。

要件 このパッチの前にインストールされている必
要があるパッチのリスト。括弧内のパッチ ID
は、システムにまだインストールされていな
いパッチを示します。

廃止 蓄積したパッチと交換するパッチのリスト。
括弧内のパッチ IDは、まだインストールされ
ていないパッチを示します。

� パッチを参照するパッチのリストを表示する

1. パッチリストテーブルを表示します。

手順の詳細は、39ページの「パッチの監視モジュールにアクセスする」を参照し
てください。

2. パッチを表示している行でマウスボタン 3を押します。

ポップアップメニューが表示されます。

手順
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3. 「<PatchID>を参照しているインストール済みのパッチ一覧を表示します」を選
択します。

検索表示が開き、選択したパッチを参照するインストール済みのパッチのリストが
表示されます。

� インストール済みのパッチおよびパッケージの詳
細を表示する

1. ホストの「詳細」のモジュールブラウザで、階層ウィンドウの「オペレーティング
システム」をダブルクリックします。

カテゴリが展開されます。

2. 「パッチの監視」をダブルクリックします。

カテゴリが展開され、「推奨パッチ」が表示されます。

3. 「推奨パッチ」でマウスボタン 3を押します。

ポップアップメニューが表示されます。

手順
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4. 表示するかどうかを選択します。

� システムにインストールされているパッチのリストを表示するには、「インス
トール済みのパッチを表示します」を選択します。

� システムにインストールされているパッケージのリストを表示するには、「イ
ンストール済みのパッケージを表示します」を選択します。

検索表示が開き、適切なリストが表示されます。
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第 5章

スクリプトリポジトリモジュールおよ
びスクリプト起動用ウィンドウモ
ジュール

System Reliability Managerに含まれるスクリプトリポジトリモジュールおよびスクリ
プト起動用ウィンドウモジュールでは、リモートデバイス上で任意の管理タスクを行
うスクリプトを実行できます。リモートデバイス上でスクリプトを実行することで、
中央の管理ステーションに対する処理負荷を軽減できます。さらに、ポーリングを
ローカルにしておくためのメカニズムも提供します。

この章の内容は次のとおりです。

� 43ページの「スクリプトリポジトリモジュール」
� 48ページの「スクリプト起動用ウィンドウモジュール」

スクリプトリポジトリモジュール
スクリプトリポジトリモジュールでは、スクリプト起動用ウィンドウモジュールに
よって実行されるエージェントマシン上で利用可能なスクリプトを見ることができま
す。また、スクリプトリポジトリモジュールは、スクリプト起動用ウィンドウモ
ジュールがサポートする言語もリストします。

(Solaris 10のみ)動的トレース (DTrace)では、ユーザープログラムおよびオペレー
ティングシステムの動作を観察することができます。また、システムの動作を調べた
り、その仕組みを理解したり、複数のソフトウェア層にまたがるパフォーマンスの問
題や異常な動作の原因を突き止めたりできます。Solaris 10には、システムのデバッグ
に役立てることができるプログラムを作成するための Dプログラミング言語が用意さ
れています。

DTraceの詳細は、『Solaris動的トレースガイド』を参照してください。

Solaris 10の場合、スクリプトリポジトリモジュールには、よく使われる DScriptが含
まれています。これらのスクリプトは、スクリプト起動用ウィンドウモジュールから
実行できます。
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スクリプト情報グループには 2つのテーブルがあります。

� サポートされる言語をリストする言語テーブル。現行では、Java、シェルスクリプ
ト、DScript (Solaris 10のみ)があります。

� エージェント上で利用可能なスクリプトを表示できるスクリプトテーブル。

スクリプトリポジトリモジュールには、次のセキュリティー機能が実装されていま
す。

� rootユーザーのみが次のディレクトリにスクリプトを置けます。

/var/opt/SUNWsymon/SysMgmtPack/script-launcher/scripts

� 各スクリプトで、そのスクリプトの実行を許可するユーザーとグループを指定しま
す。これらのユーザーとグループは、スクリプト設定ファイル内のユーザーおよび
グループのエントリとして指定します。さらに、これらのフィールドは、スクリプ
トテーブルにより任意のコンソールから変更が可能です。これらのフィールドを変
更できるのは、esadmユーザーだけです。

� スクリプトテーブルの「スクリプトユーザー」フィールドに rootを登録すること
はできません。

� スクリプトリポジトリモジュールにアクセスする

1. モジュールをロードします。

モジュールのロードとアンロードの詳細は、『Sun Management Center 3.6ユー
ザーガイド』を参照してください。スクリプトリポジトリモジュールは、階層
ウィンドウの「ローカルアプリケーション」から利用可能です。

2. モジュールブラウザウィンドウで、「ローカルアプリケーション」をダブルク
リックします。

カテゴリが展開されます。

3. 「ローカルアプリケーション」で、「スクリプトリポジトリ」をダブルクリックし
ます。

カテゴリが展開されます。

4. スクリプト情報フォルダをダブルクリックして、言語テーブルとスクリプトテー
ブルを表示します。

手順
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言語テーブル
スクリプト情報グループの最初の表は、言語テーブルです。この表には、エージェン
トでサポートされるすべてのスクリプト言語がリストされます。各表エントリには、
次の属性があります。

� 言語名 (例: Java)
� 言語ソース (例: /usr/java)

この表ではコマンドは利用できません。新しい言語を指定したり、言語を削除したり
することはできません。エントリの数は固定であり、実装するモジュールとサポート
される言語によって定義されます。

「言語ソース」は、セルに新しい情報を入力することにより変更できます。
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アラーム
System Reliability Managerは、指定した場所で言語を見つけることができない場合に
情報 (INFO)アラームを生成します。

スクリプトテーブル
スクリプトテーブルには、エージェント上でスクリプト起動用ウィンドウが認識する
すべてのスクリプトがリストされます。

注 – (Solaris 10のみ)スクリプトテーブルには、定義済みの DScriptがいくつか追加さ
れています。

表内の各エントリには、次に示す属性があります。

表 5–1スクリプトテーブルの値

属性 説明

スクリプト所有者 このスクリプトを所有するエージェント上の
ユーザー。

スクリプト名 スクリプトの名前。

詳細 このスクリプトの目的の説明。

管理状態 次の状態を取り得ます。
� 「Enabled」は、所有者がスクリプトの使
用をほかのユーザーに許可することを示し
ます。

� 「Disabled」は、所有者がスクリプトの使
用を誰にも許可しないことを示します。

操作状態 次の状態を取り得ます。
� 「Enabled」は、スクリプトが利用可能で
あり、起動テーブルのエントリによって起
動できることを示します。

� 「Disabled」は、スクリプトが使用できな
いことを示します。

� 「NoSuchScript」は、スクリプトが指定さ
れた場所に存在しないことを示します。

� 「WrongLanguage」は、言語が認識され
ないことを示します。
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表 5–1スクリプトテーブルの値 (続き)
属性 説明

言語 スクリプトが書かれている言語。この値は、
言語テーブルにリストされている言語でなけ
ればなりません。

スクリプトソース スクリプトのファイル名。

デフォルト引数 このスクリプトのデフォルトの引数。

ユーザー このスクリプトの使用が許可されているユー
ザー。

グループ このスクリプトの使用が許可されている
UNIXグループ。

ブラウザを使用して変更できるフィールドは、「管理状態」、「ユーザー」、およ
び「グループ」です。「管理状態」は、スクリプトの希望する状態を入力する領域で
す。たとえば、「管理状態」は有効または無効にできます。ここで指定した状態は、
希望する状態であり、モジュールが、すべての基準が満たされ準備ができたと判断し
たあとは、「操作状態」のみが実際の状態を表します。

スクリプトテーブルのアラーム
� スクリプトがサポートされない言語の場合は、情報 (INFO)アラームが発行されま
す。

� スクリプトがアクセス不可能な場合は、情報 (INFO)アラームが発行されます。

ScriptInfo.datファイル
ScriptInfo.datは、実行可能なスクリプトに関する情報を含んでいます。
ScriptInfo.datファイルに新しいスクリプトを追加することで、モジュールはそ
のスクリプトを認識できるようになります。ユーザーが所有するすべてのスクリプト
が、このファイルに登録されている必要があります。

ScriptInfo.datには、シェルスクリプト、Java、および DScript (Solaris 10のみ)
で作成されたスクリプトに関する情報が含まれます。

� 新しいスクリプトを追加する

1. 新しいスクリプトを作成します。

ScriptInfo.datファイルの形式は、設定ファイルの標準の形式に従います。

slice:attribute=value

手順
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2. 新しいスクリプトを ScriptInfo.datファイルにコピーします。

ScriptInfo.datファイルは、ユーザー名で識別されるディレクトリに置きま
す。次の例を参照してください。

/var/opt/SUNWsymon/SysMgmtPack/script-launcher/scripts/username/ScriptInfo.dat

スクリプトに関する情報がすでにこのファイルに含まれている場合は、現行の情報
の下にスクリプトを追加します。

次の例は、2 つのスクリプトからなる ScriptInfo.dat ファイルの例です。

Script1:Owner = Scott
Script1:Name = MyHello
Script1:Desc = Says Hello
Script1:Language = Java
Script1:Source = Hello.class
Script1:AdminStat = 1
Script1:OperStat = 1
Script1:Users = Noble
Script1:Group = Staff
Script2:Owner = Denise
Script2:Name = MyFile
Script2:Desc = Says Hello
Script2:Language = Java
Script2:Source = Hello.class
Script2:AdminStat = 1
Script2:OperStat = 1
Script2:Users = Noble
Script2:Group = Staff

スクリプト起動用ウィンドウモジュール
スクリプト起動用ウィンドウモジュールにより、管理機能をエージェントに委託でき
ます。管理機能は、管理スクリプト言語で書かれた管理スクリプトです。スクリプト
起動用ウィンドウモジュールは、マルチインスタンスモジュールです。スクリプト起
動用ウィンドウモジュールのすべてのインスタンスが、言語およびスクリプト情報に
ついて、同じスクリプトリポジトリモジュールにアクセスします。

注 – (Solaris 10のみ)スクリプト起動用ウィンドウモジュールから DScriptを実行でき
ます。
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注意 – DScriptには、連続的に監視するものがあり、そうしたスクリプトの出力は膨大
になります。CPUの速度が低下し、Javaコンソールがハングアップする可能性がある
ため、そうしたスクリプトの使用は避けることを推奨します。

次のコードを抜粋して使用すると、任意の DScriptに接続して、特定の時間、実行の
流れを制御することができます。

tick-1sec

/i++ >= 10/

{

exit(0);

}

上記の例では、DScriptが 10秒間のみ実行され、10秒後に出力を見ることができま
す。

スクリプト起動用ウィンドウモジュールには 2つのテーブルがあります。

� 起動テーブル –実行可能なスクリプトとそのパラメータを示します。
� 結果テーブル –選択したスクリプトの実行結果を表示できます。
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スクリプト起動用ウィンドウモジュールでは、次のようにスクリプトを操作できま
す。

� スクリプトリポジトリモジュールのスクリプトに対して、読み取り、書き込み、お
よび実行が許可されるユーザーを制御します。

� 管理スクリプトの引数を指定します。

� 管理スクリプトを開始および終了します。

� 管理スクリプトの実行を監視し制御します。

� 管理スクリプトの実行により生成された結果を表示します。

� スクリプトの読み取り、書き込み、実行が許可されるユーザーを制御します。

スクリプト起動用ウィンドウモジュールには、次のセキュリティー機能が実装されて
います。

� root は、起動テーブルの LaunchOwner フィールドの一部に登録できません。マ
シンの rootユーザーがスーパーユーザーとしてスクリプトを実行できるようにす
るには、マシン上に新しいユーザーを作成してください。そのユーザー名を使用し
てスクリプトを実行します。

� launchOwnerは、サーバー上の新しい esscrusersグループの一部でなければ
なりません。esscrusersだけが起動テーブルで行の作成および変更を行うこと
ができます。
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� 起動所有者 (launchOwner)は、エージェントマシン上の有効なユーザーでなけれ
ばなりません。ユーザーは、エージェント上の NISなどのサービスによって追加
されたローカルユーザーでなければなりません。スクリプトは、起動所有者のアク
セス権で実行されます。

� スクリプト起動用ウィンドウモジュールにアクセ
スする
スクリプト起動用ウィンドウモジュールを使用するには、スクリプトリポジトリモ
ジュールをロードしておく必要があります。

1. モジュールをロードします。

詳細は、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』を参照してください。ス
クリプトリポジトリモジュールは、モジュールブラウザウィンドウの「ローカルア
プリケーション」から利用可能です。

2. モジュールブラウザウィンドウで、「ローカルアプリケーション」をダブルク
リックします。

3. 「スクリプト起動用ウィンドウ」をダブルクリックします。

起動テーブルと結果テーブルが表示されます。

始める前に

手順
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起動テーブル
起動テーブルは、すべてのスクリプトの実行を制御します。この表には、実行可能な
スクリプトとそのパラメータの記述が示されています。

起動テーブルのエントリは、スクリプトに引数を付加します。エントリはさらに所有
者 (スクリプトを実行するアクセス権に関連付けられた)を定義します。

スクリプトのいくつかのインスタンスは、このテーブル内の単一エントリによって作
成されます。このテーブル内のいくつかのエントリは、スクリプトテーブル内の同一
スクリプトを指すことがあります。異なる引数と異なるアクセス権で、いくつかの同
一スクリプトを実行することができます。スクリプトは、起動所有者のアクセス権で
のみ実行できます。

起動テーブルには、次の表に示すような属性があります。
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表 5–2起動テーブルの属性

属性 説明

起動所有者 このエントリを所有するマネージャ。

起動名 エントリの名前。名前は、起動テーブル内の
各行で一意でなければなりません。

スクリプト所有者 「スクリプト名」と組み合わせて、スクリプ
トを識別します。

スクリプト名 「スクリプト所有者」と組み合わせて、スク
リプトを識別します。

引数 スクリプトに指定する引数。

起動開始 スクリプトの実行を開始します。スクリプト
を起動する前に、次の条件を満たす必要があ
ります。
1. エントリの「操作状態」が有効な状態であ
ること。

2. スクリプトテーブル内に、「スクリプト所
有者」と「スクリプト名」フィールドと同
じ値を持つエントリがあること。

3. スクリプトテーブル内の「スクリプト操作
状態」フィールドが有効な状態であるこ
と。

4. 「起動所有者」が、スクリプトの実行に必
要なセキュリティーアクセス権を持ってい
ること。

起動制御 このオブジェクトは、起動テーブルから起動
したスクリプトで、Run表にあるすべての実
行中スクリプトに対して状態の変更を要求す
る場合に使用します。

管理状態 この起動テーブルエントリの希望する状態 (有
効または無効)。

操作状態 この起動テーブルエントリの実際の状態 (有効
または無効)。

最大稼働 このエントリから起動できる同時実行のスク
リプトの最大数。デフォルト値は 3です。こ
のフィールドは、直接書き込むことにより変
更できます。

最大達成 起動テーブルのこのエントリから起動され完
了したスクリプトで、結果テーブルに保持す
る最大数で、デフォルト値は 3です。
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表 5–2起動テーブルの属性 (続き)
属性 説明

寿命 (秒) このエントリから起動したスクリプトが実行
されるデフォルトの最大時間。デフォルト値
は 86,400秒 (1日)です。

有効期間 (秒) このエントリから起動されたスクリプトの実
行が完了した後、このスクリプトに関する情
報が結果テーブルに保持されるデフォルトの
最大時間。

� 起動テーブルに新しいエントリを追加する

1. 51ページの「スクリプト起動用ウィンドウモジュールにアクセスする」の説明に
従って、起動テーブルにアクセスします。

2. 起動テーブルの見出しで、マウスボタン 3を押します。

ポップアップメニューが表示されます。
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3. 「新規行」を選択し、必須パラメータをすべて指定します。

「スクリプト所有者」および「スクリプト名」の値は、この起動ボタンから開始さ
れたスクリプトを指します。

� スクリプトのインスタンスを起動する

1. 51ページの「スクリプト起動用ウィンドウモジュールにアクセスする」の説明に
従って、起動テーブルにアクセスします。

2. 起動対象のスクリプト名を表示している行上でマウスボタン 3を押します。

3. 「スクリプトを起動」を選択します。

スクリプトが起動されます。

� スクリプトを停止する

1. 51ページの「スクリプト起動用ウィンドウモジュールにアクセスする」の説明に
従って、起動テーブルにアクセスします。

2. 停止するスクリプトを表示している行上でマウスボタン 3を押します。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「スクリプトを中止」を選択します。

スクリプトが実行を停止します。

結果テーブル
結果テーブルには、現在実行中または最近終了したすべてのスクリプトがリストされ
ます。このテーブルには、次の情報が含まれています。

� スクリプトの実行が開始された時刻と終了した時刻
� スクリプトの実行が終了した理由
� スクリプトの実行結果
� スクリプトを実行できる残り時間

結果テーブルの各行に、スクリプトの実行中に渡された引数、スクリプトによって生
成された結果、およびスクリプトの終了コードが含まれています。また、結果テーブ
ルは、現在の実行情況、開始と終了のタイムスタンプに関する情報を提供します。

結果テーブルには、次の表に示すような属性があります。
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表 5–3結果テーブルの属性

属性 説明

実行インデックス スクリプトに関連付けられる一意の識別子。
値は、増分する整数を持つ起動名を付加する
ことで取得します。整数は 0から始まりま
す。

引数 スクリプトが起動されたときに渡された引
数。

終了コード スクリプトの実行が終了した理由。次の値を
取り得ます。
� None –スクリプトは初期化中または実行
中の状態です。

� Halted –スクリプトは異常終了しました。
� Successful –スクリプトが正常に終了して
います。

� Failed –スクリプトがエラーで終了してい
ます。

結果ログ ログファイルへのパス。

実行制御 この行によって定義されたスクリプト実行の
希望する状態 (abortまたは noop)。

実行状態 スクリプトの実行状態。次の値が可能です。
� Initializing –スクリプトは初期化中です。
� Running –スクリプトは実行中です。
� Not Running –正常に終了、失敗、あるい
は異常終了すると、スクリプトはこの状態
になります。スクリプトが Not Running
である原因は、Exit Codeフィールドに表
示されます。

エラーログ ログファイルへのパス。

開始時間 実行が開始された日付と時刻。

終了時間 実行が終了した日付と時刻。

寿命 (秒) スクリプトが実行できる時間長。指定した時
間を越えてもスクリプトが終了しない場合
は、自動的に強制終了されます。

有効期間 (秒) スクリプトが終了した後、この行が結果テー
ブルに留まることができる時間長。スクリプ
トが起動されたときは、この属性は起動テー
ブルの「有効期間 (秒)」フィールドの値にな
ります。スクリプトが Not Running状態にな
り、「有効期間 (秒)」を超えるとスクリプト
エントリは結果テーブルから削除されます。
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� 結果テーブルから結果を表示する

1. 44ページの「スクリプトリポジトリモジュールにアクセスする」の説明に
従って、結果テーブルにアクセスします。

2. 結果テーブルで、実行中のスクリプトエントリ上でマウスボタン 3を押します。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「結果ログを表示」を選択して、選択した実行中のスクリプトに対応する結果ログ
ファイルを表示します。

検索表示ウィンドウが表示されて、結果ログが表示されます。

注 –コマンド行からログファイルにアクセスすることもできます。ログファイル
は、/var/opt/SUNWsymon/SysMgmtPack/script-launcher/scripts/
UserName/logsディレクトリに保存されます。ログファイル名には、実行中のイ
ンスタンス名が含まれるため、ユーザーが同じスクリプトを何度か実行した場合
に、現行のログファイルがどれか識別できます。

� 結果テーブルから行を削除する

1. 44ページの「スクリプトリポジトリモジュールにアクセスする」の説明に
従って、結果テーブルにアクセスします。

2. 結果テーブルの行上でマウスボタン 3を押します。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 「行の削除」を選択します。

ダイアログボックスが表示され、削除操作の確認または取り消しを行います。

4. 「はい」をクリックして削除します。

行が削除されると、結果テーブルが自動的に更新されます。
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第 6章

インストール済みパッケージの検査モ
ジュール

この章では、インストール済みパッケージの検査モジュールについて説明します。

インストール済みパッケージの検査モ
ジュールの概要
インストール済みパッケージの検査モジュールは、pkgchkコマンドを使用して
パッケージの整合性を検査します。このモジュールはマルチインスタンスモジュール
です。パッケージの検査結果を製品ごとに整理できます。

pkgchkコマンドは、各エラーが検知されたパッケージおよびファイル名を出力しま
す。このモジュールを使用することにより、より少ないコマンドでこれと同じ情報を
収集できます。データは、見やすい形式で表示されます。

このモジュールによって収集されたデータは、3つの表に分けて表示されます。

� パッケージテーブル

この表は、選択した監視対象のパッケージのリストを表示します。各パッケージに
対して、ファイル属性またはファイル内容のどちらの検査を実行するかを指定しま
す。表示される情報には、パッケージがインストールされているかどうか、エラー
が検知されたかどうかが含まれます。

パッケージにエラーがあると、パッケージテーブルのエラーフィールドに「yes」
が表示されます。それ以外の場合は、「no」が表示されます。インストールされ
ていないパッケージについては、エラーフィールドは空のままです。

� ファイル属性エラーテーブル

この表は、パッケージテーブルにリストされているパッケージに対して実行した
pkgchk -n -a コマンドの出力結果を書式付きで表示します。

再表示コマンドは、属性検査が「on」に設定されているインストール済みの各
パッケージのエラーを読み取り表示します。
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� ファイル内容エラーテーブル

この表は、パッケージテーブルにリストされているパッケージに対して実行した
pkgchk -n -c コマンドの出力結果を書式化して表示します。

再表示コマンドは、内容検査が「on」に設定されているインストール済みの各
パッケージのエラーを読み取り表示します。

インストール済みパッケージの検査モジュールは、パッケージがインストールされて
いない場合や、いくつかのエラーが検知された場合にアラームを生成します。

注 –ファイル属性エラーテーブルまたはファイル内容エラーテーブルで、アラームし
きい値を設定することはできません。

� インストール済みパッケージの検査モジュールに
アクセスする

1. モジュールをロードします。

詳細は、『Sun Management Center 3.6ユーザーガイド』を参照してください。イ
ンストール済みパッケージの検査モジュールは、「詳細」ウィンドウの「ローカル
アプリケーション」から利用可能です。

2. 「ローカルアプリケーション」をダブルクリックします。

メニューが真下に展開されます。

3. 「インストール済みパッケージの検査」をダブルクリックします。

「Pkgchckユーティリティ」アイコンが表示されます。

4. 「Pckgchckユーティリティ」をダブルクリックします。

コンテンツウィンドウに、「パッケージテーブル」、「ファイル属性エラー」、お
よび「ファイル内容エラー」の 3つの表が表示されます。

� 検査対象リストにパッケージを追加する

1. 60ページの「インストール済みパッケージの検査モジュールにアクセスする」の
説明に従って、パッケージテーブルにアクセスします。

2. パッケージテーブルの見出しでマウスボタン 3を押し、行を追加します。

ポップアップメニューが表示されます。
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3. 「新規行」を選択します。

「新規行」ダイアログボックスが表示されて、システムにインストールされている
パッケージとその説明が表示されます。

4. 「パッケージを選択」フィールドでパッケージを選択するか、「パッケージを入
力」フィールドにパッケージ名を入力します。
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5. 「ファイル属性の検査」フィールドのドロップダウンメニューを使用して、その
パッケージの属性検査を有効にするかどうかを指定します。

パッケージのファイル属性検査を有効にする場合は「on」を選択し、検査を無効
にする場合は「off」を選択します。

6. 「ファイル内容の検査」フィールドのドロップダウンメニューを使用して、その
パッケージの内容検査を有効にするかどうかを指定します。

パッケージのファイル内容検査を有効にする場合は「on」を選択し、検査を無効
にする場合は「off」を選択します。

7. (オプション)さらにパッケージを追加する場合は、「適用」をクリックします。

追加するすべてのパッケージに対して、手順 3から手順 6までを繰り返し実行し
ます。

8. 「了解」をクリックします。

� すべてのパッケージの検査を有効または無効にす
る

1. 60ページの「インストール済みパッケージの検査モジュールにアクセスする」の
説明に従って、パッケージテーブルにアクセスします。

2. パッケージテーブルの見出しでマウスボタン 3を押します。

ポップアップメニューが表示されます。

3. 希望する検査レベルを選択します。

� 「すべての属性検査を有効」は、すべてのパッケージの属性検査を「on」に設
定します。

� 「すべての属性検査を無効」は、すべてのパッケージの属性検査を「off」に設
定します。
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� 「すべての内容検査を有効」は、すべてのパッケージの内容検査を「on」に設
定します。

� 「すべての内容検査を無効」は、すべてのパッケージの内容検査を「off」に設
定します。

� 単一パッケージの検査を有効または無効にする

1. 60ページの「インストール済みパッケージの検査モジュールにアクセスする」の
説明に従って、パッケージテーブルにアクセスします。

監視されているすべてのパッケージがこの表にリストされています。

2. パッケージを選択します。

3. 「ファイル属性の検査」または「ファイル内容の検査」行で、希望する見出し下に
ある表セルをクリックします。

表セルにドロップダウンメニューが表示されます。

4. 検査を有効にする場合は「on」を選択し、無効にする場合は「off」を選択しま
す。

確認ボックスが表示されます。

5. 「了解」をクリックして変更を確定します。

表セル内の値が変更されました。

注 – Sun Management Center 3.6の「ジョブの管理」機能を使用して、監査値
も「on」または「off」に設定することができます。詳細は、『Sun Management
Center 3.6ユーザーガイド』を参照してください。

� パッケージに Probeコマンドを使用する
パッケージテーブルには、各選択した行に使用できる probeコマンドがあります。

1. 検査するパッケージ名を含む行上で、マウスボタン 3を押します。

2. ポップアップメニューから「Run pkginfo —l」または「Run pkgchk —l」を選
択します。

「検索」ダイアログボックスは、要求した情報を表示します。

3. (オプション)情報を更新するには「再読み込み」ボタンをクリックします。
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付録 A

コマンド行からの System Reliability
Managerのインストール

この付録では、コマンド行を使用した System Reliability Managerソフトウェアのイ
ンストールと設定の手順について説明します。インストールウィザードの代わりにコ
マンド行を使用してインストールできます。インストールウィザードについては、
第 1章を参照してください。

この付録の内容は次のとおりです。

� 65ページの「System Reliability Managerソフトウェアのインストール」
� 67ページの「System Reliability Managerソフトウェアの設定」
� 68ページの「System Reliability Managerソフトウェアの削除」

Sun Management Center 3.6のインストール時にアドオンソフトウェアをインストー
ルする方法については、『Sun Management Center 3.6インストールと構成ガイ
ド』を参照してください。

System Reliability Managerソフト
ウェアのインストール
コマンド行を使用した System Reliability Manager 3.6ソフトウェアのインストール
は、Sun Management Center 3.6アドオンソフトウェアの標準のインストール手順に
従います。コマンド行からのアドオンソフトウェアのインストールの詳細は、『Sun
Management Center 3.6インストールと構成ガイド』を参照してください。

対話形式の es-instインストールスクリプトは、正しい System Reliability Manager
ソフトウェアパッケージを正しい Sun Management Center 3.6レイヤにインストール
します。ソフトウェアは、Sun Management Center 3.6のサーバーレイヤおよびエー
ジェントレイヤにインストールする必要があります。
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エージェントレイヤについては、モジュールの設定ファイルおよびライブラリは、
Sun Management Centerの標準の場所に格納されます。データファイルは、
/var/opt/SUNWsymon/SysMgmtPack/modulenameディレクトリに格納されます。

� Sun Management Center 3.6のインストール時に
System Reliability Managerをインストールする

� 詳細情報と手順の詳細は、『Sun Management Center 3.6インストールと構成ガ
イド』を参照してください。

� System Reliability Managerを個別にインストール
する

1. スーパーユーザー (su -) で、次のように入力してインストールスクリプトを実行
します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-inst

/optは、Sun Management Center 3.6がインストールされているディレクトリを
示します。これとは異なるディレクトリの場合には、実際の名前に置き換えてくだ
さい。

2. プロンプトが表示されたら、System Reliability Managerファイルのソース
ディレクトリを指定します。

� ソフトウェア CD-ROMからインストールする場合は、次のように入力しま
す。

# /<DiskMountDir>/sunmanagementcenter_3_6/image

� ソフトウェアがコピーされているディレクトリからインストールする場合は、
次のように入力します。

# disk1/image

disk1は、ソフトウェアがコピーされた場所の名前になります。

3. System Reliability Managerソフトウェアをインストールするには、問い合わせ
に対して「Yes」を表す yで応答します。

es-instスクリプトは、システムに System Reliability Manager 3.6ソフトウェア
をインストールします。es-instスクリプトは、自動的に setupプロンプトを表
示します。詳細は、67ページの「System Reliability Managerソフトウェアの設
定」を参照してください。

4. この時点で System Reliability Managerの設定を行うか、あとで行うかを決めま
す。
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� あとで行う場合は、「NO」を表す nで応答します。設定の準備が整ったら、67
ページの「System Reliability Managerを設定する」を参照してください。

� この時点で設定を行う場合は、「Yes」を表す yで応答します。67ページ
の「System Reliability Managerを設定する」で説明しているプロセスが開始
されます。

System Reliability Managerソフト
ウェアの設定
インストールが完了したあと、System Reliability Managerの setupスクリプトを実
行して、サーバーレイヤとエージェントレイヤの設定を行う必要があります。

� System Reliability Managerを設定する

注 –この手順では、インストール処理の最後に System Reliability Managerの設定を
行なっていないことを前提としています。

� スーパーユーザー (su -)で、Sun Management Center 3.6 setupスクリプトを実
行します。次のいずれか 1つを指定してください。

� まだ設定を行なっていないすべてのコンポーネントの設定を行う場合は、次の
ように入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-setup

� System Reliability Managerアドオンソフトウェアの設定のみ行う場合は、次の
ように入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-setup -p SystemManagement

/optは、Sun Management Center 3.6がインストールされているディレクトリを
示します。これとは異なるディレクトリの場合には、実際の名前に置き換えてくだ
さい。

System Reliability Managerソフトウェアに対して設定処理が開始されます。

次の例は、サーバーレイヤとエージェントレイヤがインストールされるマシンでの
設定からの出力です。

Setup for System Reliability Manager - Server Layer
Creating new group: esscrusers
...
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Setup for System Reliability Manager - Agent Layer
System Reliability Manager Setup complete
#

� サーバーレイヤでは、Sun Management Centerは新しいグループ
esscrusersを作成します。このグループは、あとでスクリプト起動用ウィン
ドウモジュールによって使用されます。

� エージェントレイヤでは、setupスクリプトは、次のディレクトリ内を一掃
し、モジュールが必要とするファイルを再生成します。

/var/opt/SUNWsymon/SysMgmtPack

System Reliability Managerソフト
ウェアの削除
es-uninst削除スクリプトは、System Reliability Managerのアドオンソフトウェア
を削除します。このスクリプトは、System Reliability Managerパッケージ、すべての
System Reliability Managerデータ、および設定時に行われた設定の変更を削除しま
す。ただし、ソフトウェアを削除する前にデータファイルを保存するためのオプ
ションがあります。

� es-uninstを使用して System Reliability
Managerを削除する

1. スーパーユーザー (su -) で、次のように入力します。

# /opt/SUNWsymon/sbin/es-uninst

/optは、Sun Management Center 3.6がインストールされているディレクトリを
示しています。これとは異なるディレクトリの場合には、実際の名前に置き換えて
ください。

2. アドオンソフトウェアのリストから System Reliability Managerを選択し、「次
へ」をクリックします。

3. データファイルを保存するかどうかを指定し、「次へ」をクリックします。

System Reliability Managerパッケージと設定ファイルが削除されます。データ
ファイルの保存を指定しない場合は、データファイルも同様に削除されます。
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